
英語学概論(第2講）
英語学と語族



第2講で学ぶこと

 英語学とは何か知る。

 言語学を細かく分類してみる。



英語学とは何か？

 英語学とは言語学の一分野であり、以下のような研究がある。

 音声学(phonetics)・・・音の研究をする。

 音韻論(phonemics)・・・言語の音声の研究をする。

 形態論(morphology)・・・語の内部構造の研究をする。

 統語論・文法論(syntax)・・・文の構造の研究をする。

 意味論(semantics)・・・語や文の意味の研究をする。

 語用論(pragmatics)・・・言語の使用の研究をする。

 社会言語学(sociolinguistics)・・・言語と社会の関係の研究をする。

 応用言語学(applied linguistics)・・・言語学を応用して問題解決をする。

 歴史言語学(historical linguistics)・・・言語を歴史的に見る。



本講義と言語学の下位分野との関係

 本講義では、英語学を先ほど説明した言語学の下位分野に沿って説明をしてゆ
く。

 ただし、網羅する分野が広大なので、かなり省略しながら説明をしてゆく。

 次には、歴史言語学の分野を説明する。



語族とは何か（歴史言語学）

 語族とは歴史的に親族関係にある言語のグループを示す。

 日本語はアルタイ語族に属するという説が有力だが、まだ確定はしていない。

 英語は、インド・ヨーロッパ語族のゲルマン語派に属している。

 英語、ドイツ語、オランダ語、北欧語は親族関係が近しいので、互いの言語の
習得は比較的に楽である。



英語の仲間の言葉＝ゲルマン語



ゲルマン語族（赤）、スラ
ブ語族（緑）、ロマンス語
族（茶）、インド・イラン
語族（紫）



色々な語族

 英語学を学ぶ人に取ってある程度の知識を持っていることが望ましい語族は以
下の語族である。

 ゲルマン語派

 ロマンス語（イタリック語）派

 ケルト語派

 孤立言語



ゲルマン語派

 ゲルマン語派は紀元前1000年代にヨーロッパにきたゲルマン民族の移住に端を
発している。

 歴史的に見て、東ゲルマン語派、西ゲルマン語派、北ゲルマン語派に分けられ
る。

 東ゲルマン語派：ゴート語→現在は死滅している。

 西ゲルマン語派：英語、ドイツ語、オランダ語

 北ゲルマン語派：スウェーデン語、デンマーク語、ノルウェイ語



ロマネス語（イタリック語）族

 ロマネス語族とは、ローマとその周辺で使われていたラテン語から発展してい
る。古いラテン語は紀元前6世紀の碑文、紀元前3世紀の文学作品に残っている。

 フランス語、スペイン語、ポルトガル語、イタリア語、ルーマニア語などであ
る。これらの言語はローマ帝国時代の各地のラテン語の口語から発展している。

 この中でも、特にフランス語は大きな影響を英語に与えた。→Norman 

Conquest



ケルト語派

 紀元前5世紀にケルト語派が南部・中部ヨーロッパに広がっていた。

 ゲルマン民族の大移動でケルト語派は、イギリス、アイルランド、フランスの
一部以外は消滅している。

 現在では以下のような状態である。

 ゲール語：アイルランドとスコットランドに残っている。

 ウェールズ語：ウェールズ地方にある。ウェールズ地方の公用語の１つである。

 ブルトン語：フランスのブルターニュ地方で現在も使われている。



アメリカ英語に影響を与えた言語

 アメリカ英語は、語彙の面において、アメリカ先住民の諸語、アフリカ諸語、
スペイン語などの影響を受けている。

 アメリカ先住民の諸語：moose, raccoon, skunk, totem, hickory

 アフリカ諸語：okra, jazz, jumbo, juke

 スペイン語：cafeteria, patio, plaza, canyon, mosquito



日本語

 日本語はどの語族に属するかはまだあまり分かっていない。

 アルタイ語族に属するとの説が一番有力である。

 南インドのドラビダ語族に似ている面がある。



課題

 （１）英語には、ゲルマン語から由来する語と、フランス語から由来する語が
あるが、次のペアを比較して、どのような違いが見られるか考察をしなさい。

 account for      explain

 call off     cancel

 buy   purchase

 get over     overcome

 give up      abandon

 （２）ケルト語が現在の英語にどのように影響を与えているか述べなさい。


